
平成２９年度 自己評価・学校関係者評価 報告書 

                                      岐阜県立土岐商業高等学校 学校番号 ４８ 

Ⅰ 自己評価 

  １ 学校教育目標 （略「学校経営」参照） 

２ 評価する領域・分野 ◇教務部 

３ 現状、生徒及び保護者等を 
 対象とするアンケートの結 
 果分析等 

・学習指導で「子どもは家庭学習の習慣が身に付いている」かどうかは
「よくあてはまる」「ややあてはまる」と回答された保護者は５４％
にとどまっている。しかし、若干ではあるが改善されてきている。 

・「資格取得のための指導がきめ細かく行われている」の問いに、「よ
くあてはまる」「ややあてはまる」と８９％の保護者、９７％の生徒
が回答している。 

４ 今年度の具体的かつ明確な
  重点目標 

・主体的に活動する生徒の育成。 

生徒参加型授業の研究。 

５ 重点目標を達成するための
  校内における組織体制 

・教科会や科目担当者で授業研究に務める。 

・教務部、生徒指導部、商業部の連携を図る 

６ 目標の達成に必要な具体的な取組 ７ 達成度の判断・判定基準あるいは指標 

（１）生徒の実態把握と分析。 

生徒に対し授業アンケートをとるととも
に、家庭学習調査を実施。 

 
（２）すべての教員が生徒参加型の研究授業を実

施。 

 

（３）授業参観による授業改善。 
 
（４）研究授業実施後、授業アンケートを実施し

検証。 
 

（１）普段の授業に対する生徒の意識を把握するとと
もに、家庭での学習時間を確認する。 

 
 

（２）授業者は生徒参加型の授業を意識した研究授業
を実施する。 

 

（３）参観者が感想を授業者に伝える。 

 

（４）授業アンケートの結果について検証するととも
に、各教科会で交流する。    

８ 取組状況・実践内容等 ９ 評価視点  10  評 価 

・年４回の定期考査前２週間の家庭学習調査を実
施した。結果を受けて、課題提出や課題の確認
作業の見直しを図った。 

 

・１１月６～１０日に授業研究週間を設け、全教
員が生徒参加型の研究授業を実施した。週間中
他の教員の授業を参観した。 

 

・授業後の生徒に対するアンケートの結果をもと
に、教科ごとの取り組みや改善などについてま
とめ反省職員会議で報告した。 

①実態把握後、課題提出や課題の
確認作業の改善ができたか。 

   

 

②生徒参加型を意識した授業を
実施し、参観記録を受け取る。 

 

 

③授業の振り返りをおこなった。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
  

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

11 
成
果
・ 

課
題 

○ 生徒の授業に対する意欲を感じることができ、自分たちで考えて意見を出す
ことで理解度は上がったようである。また、グループ学習をすることにより普
段見られない人間関係や姿勢を見ることができ生徒理解につながり、今後の個
別指導に役立つ結果となった。 

○ 職員が授業を見せあうことで授業改善につながった。 
○ 学習内容によってアクティブラーニングは授業に変化をもたらし効果がある
が、年間の単元計画に位置付けをして実施する必要がある。 

○ 家庭学習調べを始めて２年目になる。昨年度よりも平均学習時間は増えて
きているが、習慣化されてはいない状況である。 

 

 

 総 合 評 価 
 
 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 
 
 

12 来年度に向けての改善方策案 

 ・家庭学習の平均時間は増えてはいるが、習慣化させるためにも、適度な課題を課すなどの働きかけが
必要である。特に３年生が進路決定後も意欲的に取り組むよう指導していかなくてはならない。 

 ・生徒の活動を取り入れた授業内容について、教員個人の工夫に留まっているので、教科で共有化して
活用できるようにしたい。 

 


